
日本赤十字 

社から、平成 

１９年に献血 

された血液のうち１ 

０２人が、ＨＩＶ陽性だ

ったということが発表されました。この数

字は過去最多で、献血者１０万人当たり約

２人のＨＩＶ陽性率になります。ＨＩＶ陽

性の血液が増えた理由として、献血をＨＩ

Ｖ検査目的に利用している人が増えている

のではないかということです。この発表を

聞いて、「ＨＩＶ検査目的に献血する人が増

えていることが、なにか問題でも？」っと

思った人もいるはずです。 

実は、ＨＩＶ検査目的に 

献血をすることは、とー 

っても危険なんです。 
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２．そんな危険をなくすため、日本赤十字社が、「ＨＩＶ検査目的に献血はしないでね！」と呼びかけているのは、「Ｈ

ＩＶに感染しているかもしれない…」と心配な人は、献血したらダメだよ、とういうことなんです。 

 
３．そしてもう一つ、日本赤十字社が、献血された血液がＨＩ

Ｖ陽性だった場合、本人には知らせないという方法をとっている

のは、「ＨＩＶ検査したい人は、献血に来ても結果は分からない

よ、だから福祉保健センター（保健所）に行ってＨＩＶ検査を受

けてね」という理由で本人には結果はお知らせしないのです。 

 

１．なぜ、ＨＩＶ検査目的が危険なのか？とういうと、２

００４年以降から、ＨＩＶ検出がより高い検査が導入され、

輸血によるＨＩＶ感染は報告されていませんが、この検査で

も、ごく感染初期の血液ではＨＩＶの検出ができません。献

血されたすべての血液は、安全な血液かどうか検査されます

が、ＨＩＶに感染してから約４３日間の血液では検査しても

ＨＩＶ陽性という結果がでず、すり抜けてしまいます。もし、

ＨＩＶ感染してすぐの人が献血に来た場合、献血された血液

を検査してもＨＩＶ陽性と結果がでず、その血液を輸血など

に提供し、その血液を使用した人がＨＩＶ感染してしまう危

険性が起きてしまいます。 

 

ＨＩＶ検査を受けたいと思ったら、かならず福祉保健センター（保健所） 

や病院で行っている、ＨＩＶ検査に行ってね！！ 
福祉保健センターでは無料・匿名で検査をしています。 

 

約４３日間 
検査してもＨＩＶは検出されない 正しい結果が出る。 



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★☆★検査に行こう～横浜市・夜間検査～☆★☆ 

ＨＩＶ・エイズ検査に行ってみたいけど、どんな感じで検査してるんだろう？

と思っている方もいるのでは？今回のおーぷんは、横浜市で行っている夜間検

査（毎週火曜日、１８：００～１９：３０）の検査をご紹介します。 

 

①検査会場は、ＪＲ・関内駅から徒歩１分の場所

にある“横浜ＡＩＤＳ市民活動センター”で実施し

ています。検査会場があるビルの入口には、ＨＩＶ

検査の案内表示されていので、ちょっと分かりにく

いかもしれませんが、検査をやっていることが分か

りにくいということは、ＨＩＶ検査に来たというこ

とが他の人に分かりにくいように配慮しているから

なんですよ。（場所が分からなければ、検査専用の電

話にお問い合わせ下さい。ＴＥＬ：０４５－２０１

－８８３０（検査時間のみ）） 

②エレベータで９F階に上がります。降りるとすぐ検査

会場の入口になります。入口を入るとすぐに、受付があり

ます。まずは、受付にて検査の番号札と、申込書をもらい

ます。検査についてなにか質問があれば、お気軽に聞いて

くださいね！ 

③申込書は、記載スペースで、記入できます。申込書には、

性別、年齢、希望の検査項目（HIV、クラミジア）を記入し

ます。※クラミジア検査だけでも受けられます。申込書の記

入が済んだら、待合いスペースにて、自分の番号札の番号が

呼ばれるまで、待ちましょう。雑誌や書籍は自由に読めます。

（なお、検査日には書籍の貸出はやっていません。） 

④自分の番号が呼ばれたら、採血コーナーに行きます。こ

こで、看護師から、検査についての詳しい説明があります。

なにか、分からない点があればじゃんじゃん聞いてください。

採血が終わると、結果の日について説明があります。説明が

終ると、この日はこれで終了。１週間後、また同じ場所、時

間に結果を聞きにきます。（１週間後、都合が悪ければ、他の

火曜日でもＯＫですよ） 
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↑採血コーナ

↑横浜ＡＩＤＳ市民活動センターの地図 

↓ここが待合スペース、手前にはソファがあります。 




